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病理組織検査の算定について

病理組織検査　実施上の留意点
１） 以下の検査材料につきましては、ヘマトキシリン・エオジン染色以外に特殊染色が必要な場合、料金が加算されます。予め
ご了承ください。

検査材料 特殊染色名

肝生検 PAS染色、D－PAS染色（消化PAS染色）、アザン、鍍銀染色（場合によってはオルセイン染色）

腎生検 PAS染色、PAM染色、アザン

筋肉生検 PAS染色、EVG染色、アザン、PTAH染色

骨髄生検 DFS染色、ギムザ染色

血管生検 EVG染色

２） 病因物質を確認する上でヘマトキシリン・エオジン染色以外に必要に応じて各種染色を実施させて頂く場合があり、その場合、
料金が加算されますので予めご了承ください。

（例）特殊染色を実施した場合 （例）免疫染色を実施した場合
検索項目 特殊染色名 検索項目 抗体名

アミロイド コンゴー赤染色　または　DFS染色 悪性リンパ腫 CD3、CD20、CD45、CD79a、他

抗　酸　菌 チ－ル・ネルゼン染色 カルチノイド クロモグラニンA

ヘリコバクター・ピロリ菌 ギムザ染色

３） ブロック作製をご依頼される際、摘出臓器のままご提出される場合は、その切り出し図と包埋の方向について依頼書に必ず
記載してください。

４）未染標本スライドで染色標本作製をご依頼される場合は、1染色につき2枚をご提出ください。
５）病理検査は基本的には凍結組織では行いません。
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１） 病理組織標本（スライドガラス） 10年間
標
本
の
貸
し
出
し

ご要望に応じて行ないますので、営業担当者までお申し
出ください。当方所定の標本貸出（返却）証を送付いたし
ます。（貸し出期間1か月）

２） パラフィンブロック 10年間

３） 細胞診標本（スライドガラス）
 陰性症例
 陽性症例

5年間
10年間

４） 切り出し後残検体 3か月

※　基本的に標本は弊社にて保管させていただきます。 ※　ブロックの場合は、返却のみとさせていただいております。
※　標本の返却を希望される場合は依頼書にご記入ください。 ※　切り出しの残検体返却希望の場合も依頼書にご記入ください。

標本保管及び貸し出しについて

●病理標本作製料
　・病理組織標本作製（1臓器につき）860点

1臓器……860点
胃生検・十二指腸生検、食道生検、肺生検、肝生検、腎生検、胆のう、虫垂、乳腺腫瘍、前立腺、子宮膣部生検、子宮内容物

2臓器……1720点
食道生検＋胃生検・十二指腸生検、胆のう＋虫垂、胃＋リンパ節、
食道＋胃・十二指腸、子宮＋卵巣、乳癌（乳腺＋リンパ節）

3臓器……2580点
胃癌（食道＋胃＋リンパ節）、回盲部腫瘍（小腸＋盲腸＋上行結腸）、直腸癌（直腸＋S状結腸＋リンパ節）

　・病理組織標本作製に当って、免疫抗体法（蛍光抗体法、酵素抗体法）を用いた検査を行った場合は、1臓器につき1回のみ400点を算定する。
　・確定診断のために4種類以上の抗体を用いた免疫染色が必要な患者に対して、標本作製を実施した場合には、所定点数に1,200点を加算する。
　　 確定診断のために4種類以上の抗体を用いた免疫染色が必要な患者とは、悪性リンパ腫、悪性中皮腫、肺悪性腫瘍（腺癌、扁平上皮癌）、消化管
間質腫瘍（GIST）、慢性腎炎、内分泌腫瘍、軟部腫瘍、皮膚の血管炎、水疱症（天疱瘡、類天疱瘡等）又は悪性黒色腫が疑われる患者を指す。

　・電子顕微鏡病理組織標本作製を行った場合の保険点数の算定は次のような疾患と組織が対照となっています。
1）　腎組織（糸球体腎炎など、炎症における生検）
2）　心筋生検（心筋症と多糖類蓄積症に対して）
3）　甲状腺を除く内分泌臓器の機能性腫瘍（下垂体腺種、副腎皮質腺種、膵頭腺種など） 
4）　異所性ホルモン産生腫瘍（カルチノイドなど）
5）　軟部組織悪性腫瘍（脂肪肉腫、平滑筋肉腫など）
6）　脂質蓄積症（ゴーシェ症、ニーマンピック病など）

●病理診断・判断料
組織診断料（520点）又は、病理判断料（130点）
細胞診断料（200点）


